2016年7月18日～20日　世論調査（ＮＨＫ、毎日新聞、産経新聞）含む
安倍内閣「支持する」４８％ 「支持しない」３６％
NHK7月19日 19時00分
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ＮＨＫの世論調査によりますと、安倍内閣を「支持する」と答えた人は、２週間前に行った調査より２ポイント上がって４８％、「支持しない」と答えた人は、２週間前と変わらず３６％でした。
ＮＨＫは今月１６日から３日間、全国の１８歳以上の男女を対象に、コンピューターで無作為に発生させた番号に電話をかける「ＲＤＤ」という方法で世論調査を行いました。調査の対象となったのは１５４９人で、６５％に当たる１００３人から回答を得ました。
　それによりますと、安倍内閣を「支持する」と答えた人は、２週間前に行った調査より２ポイント上がって４８％でした。一方、「支持しない」と答えた人は、２週間前と変わらず３６％でした。
　支持する理由では、「他の内閣より良さそうだから」が４３％、「実行力があるから」が１８％、「支持する政党の内閣だから」が１７％だったのに対し、支持しない理由では、「政策に期待が持てないから」が３７％、「人柄が信頼できないから」が２３％、「支持する政党の内閣でないから」が１５％となっています。
　６つの政策課題を挙げて、国が今最も力を入れて取り組むべきだと思うことを聞いたところ、「社会保障」が２６％、「景気対策」が２２％、「財政再建」、「子育て支援」、「格差の是正」が、それぞれ１２％、「外交・安全保障」が１０％でした。
　今月１０日に投票が行われた参議院選挙の結果に、満足しているかどうか尋ねたところ、「大いに満足している」が８％、「ある程度満足している」が４３％、「あまり満足していない」が２８％、「まったく満足していない」が１６％でした。
　今回の参議院選挙の結果、自民・公明の与党と憲法改正に前向きな勢力が合わせて、憲法改正の発議に必要な参議院全体の３分の２の議席を占めたことについて、よかったと思うか聞いたところ、「よかった」が２７％、「よくなかった」が２９％、「どちらともいえない」が３７％でした。
　今回の参議院選挙では、民進・共産・社民・生活の野党４党が連携して選挙に臨みましたが、この４党の連携を今後も続けたほうがよいと思うか尋ねたところ、「今後も続けたほうがよい」が２６％、「今後は続けないほうがよい」が２４％、「どちらともいえない」が４３％でした。
　今の憲法を改正する必要があると思うか聞いたところ、「改正する必要がある」が２８％、「改正する必要はない」が３２％、「どちらともいえない」が３０％でした。
　安倍政権の経済政策「アベノミクス」に期待しているかどうか尋ねたところ、「大いに期待している」が９％、「ある程度期待している」が３７％、「あまり期待していない」が３４％、「まったく期待していない」が１４％でした。
ＮＨＫ世論調査 各党の支持率は
NHK7月19日 19時17分
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ＮＨＫの世論調査によりますと、各党の支持率は、自民党が４０．３％、民進党が１０．６％、公明党が３．３％、共産党が４．３％、おおさか維新の会が２．５％、社民党が１％、生活の党が０．４％、日本のこころを大切にする党が０．１％、「特に支持している政党はない」が３１％でした。
ＮＨＫ世論調査 都知事選に「関心ある」７３％
7月20日 4時23分
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ＮＨＫの世論調査で、今月３１日に行われる東京都知事選挙にどの程度関心があるか尋ねたところ、「関心がある」と答えた人は７３％でした。
ＮＨＫは、今月１６日から３日間、全国の１８歳以上の男女を対象に、コンピューターで無作為に発生させた番号に電話をかける「ＲＤＤ」という方法で世論調査を行い、調査対象の６５％に当たる１００３人から回答を得ました。
　この中で、今月３１日に行われる東京都知事選挙にどの程度関心があるか尋ねたところ、「非常に関心がある」が３０％、「ある程度関心がある」が４３％で、合わせて７３％でした。これに対し、「あまり関心がない」が１７％、「まったく関心がない」が６％でした。
　また、国の年金制度を信頼しているかどうか聞いたところ、「大いに信頼している」が４％、「ある程度信頼している」が３８％、「あまり信頼していない」が３６％、「まったく信頼していない」が１６％でした。
　一方、現在、停止している原子力発電所の運転を再開することについては、「賛成」が１８％、「反対」が４３％、「どちらともいえない」が３２％でした。
本社世論調査 　改憲議論「賛成」５１％　「反対」は３２％
毎日新聞2016年7月18日　11時00分（最終更新　7月18日　11時00分）
　毎日新聞は１６、１７両日、全国世論調査を実施した。参院選の結果、改憲勢力が衆参両院で憲法改正の発議に必要な３分の２を超える議席を占めたことを踏まえ、国会で改憲の議論を進めることに「賛成」という回答は５１％を占め、「反対」の３２％を１９ポイント上回った。安倍内閣の支持率は６月の前回調査から２ポイント増の４４％、不支持率は４ポイント減の３５％だった。 
　安倍晋三首相は、秋の臨時国会以降、衆参両院の憲法審査会で議論を進め、与野党の合意形成を図りたい考え。内閣支持層では「賛成」が７２％に上り、「反対」は１６％だった。不支持層では「反対」（５４％）が「賛成」（３４％）より多かった。 
　自民支持層の７割強、公明支持層の過半数は国会での議論に賛成。民進支持層は６割弱が反対しているが、「賛成」も３割あった。 
　憲法９条の改正については、「改正には反対だ」が３９％、「改正して、自衛隊の役割や限界を明記すべきだ」が３８％で拮抗（きっこう）した。「改正して、自衛隊を他国同様の『国防軍』にすべきだ」は８％で、自民党が２０１２年に発表した憲法改正草案の条項には支持が広がっていない。１３年７月に同じ質問をした際には、「自衛隊の役割や限界を明記」３６％▽「改正には反対」３４％▽「国防軍」２０％−−だった。 
　参院選では改憲勢力が参院の３分の２を占めるかどうかが焦点になった。参院選で改憲勢力の議席数を「意識した」は５１％、「意識しなかった」は３８％だった。 
調査の方法 
　７月１６、１７日の２日間、コンピューターで無作為に数字を組み合わせて作った電話番号に、調査員が電話をかけるＲＤＳ法で調査した。福島第１原発事故で帰還困難区域などに指定されている市町村の電話番号は除いた。１８歳以上のいる１６６７世帯から、１０３１人の回答を得た。回答率は６２％。 
本社世論調査 　参院選結果に４６％が「不満」
毎日新聞2016年7月18日　11時01分（最終更新　7月18日　11時01分）
　今回の参院選の結果に「満足していない」との回答は４６％で、「満足している」の４０％を上回った。内閣支持層では「満足している」が７４％だったのに対し、不支持層では「満足していない」が８５％に上った。「満足している」層の７４％は、国会で憲法改正の議論を進めることに「賛成」と答えた。選挙結果を評価する層は改憲議論に前向きだ。一方、「満足していない」層は国会での論議に「反対」５１％、「賛成」４２％と分かれた。 
　民進、共産など野党４党は参院選の「１人区」（改選数１）で候補者を一本化した。この野党の選挙協力は、「評価する」４２％、「評価しない」４１％と拮抗（きっこう）した。 
　１人区の結果は「自民党２１勝、野党１１勝」で、民進党内には次期衆院選に向けて協力関係を見直すべきだという意見がある。しかし、民進支持層の６割強は「評価する」と答え、共産支持層でも「評価する」が７割を超えた。「支持政党はない」と答えた無党派層では「評価する」「評価しない」がともに４１％だった。 
　参院選の期間中、テレビ各局の選挙報道が少なかったという批判が出ている。テレビの参院選報道は「妥当だ」が５２％で、「少なかった」の２４％の倍以上になった。「多かった」は４％だった。【今村茜】 
調査の方法 
　７月１６、１７日の２日間、コンピューターで無作為に数字を組み合わせて作った電話番号に、調査員が電話をかけるＲＤＳ法で調査した。福島第１原発事故で帰還困難区域などに指定されている市町村の電話番号は除いた。１８歳以上のいる１６６７世帯から、１０３１人の回答を得た。回答率は６２％。 
本社世論調査 　生前退位「制度改正早く」４５％
毎日新聞2016年7月18日　11時02分（最終更新　7月18日　11時02分）
「慎重に議論を」３０％ 
　天皇陛下が、天皇の位を生前に皇太子さまに譲る「生前退位」の意向をお持ちであることが分かった。しかし、現在の皇室制度には生前退位の規定がないため、今回の全国世論調査では、政府がどう対応すべきかも尋ねた。それによると、「制度改正を急ぐべきだ」が４５％で最も多く、「慎重に議論すべきだ」は３０％、「分からない」は１１％だった。 
　３０代以上はどの年代層でも「制度改正を急ぐべきだ」が「慎重に議論すべきだ」を上回った。【今村茜】 
調査の方法 
　７月１６、１７日の２日間、コンピューターで無作為に数字を組み合わせて作った電話番号に、調査員が電話をかけるＲＤＳ法で調査した。福島第１原発事故で帰還困難区域などに指定されている市町村の電話番号は除いた。１８歳以上のいる１６６７世帯から、１０３１人の回答を得た。回答率は６２％。 
本社世論調査 　次期衆院選は「再来年に」が最多の３８％
毎日新聞2016年7月19日　18時22分（最終更新　7月19日　23時31分）
次の衆院選の時期は？
「来年に」２７％、「今年中に」１０％ 
　毎日新聞が１６、１７両日に実施した全国世論調査で、次の衆院選をいつ行うのがいいかを尋ねたところ、「再来年に」との回答が３８％で最も多く、「来年に」は２７％、「今年中に」は１０％だった。今の衆院議員の任期は２０１８年１２月まであり、早期の衆院解散・総選挙には慎重な意見が多い。 
　今回の参院選の結果に「満足している」と答えた層では「再来年に」が５０％に達した。これに対し、「満足していない」層では「再来年に」３５％▽「来年に」３２％▽「今年中に」１２％−−と、衆院選の前倒しを望む傾向がやや強い。 
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　９月に行われる予定の民進党代表選で、次の代表に誰がふさわしいかも聞いた。選択肢として具体名を挙げた３人の中では、蓮舫代表代行が１６％で最も多く、岡田克也代表が１０％、細野豪志元環境相は７％。「その他の議員」が１２％あり、「関心がない」は３９％を占めた。民進支持層に限ると、岡田氏（３５％）と蓮舫氏（２５％）が逆転した。 
　英国は６月の国民投票で欧州連合（ＥＵ）からの離脱を決めた。日本でも国の重要政策を国民投票で「決めたいと思う」は４８％で、「決めたいと思わない」の３２％を上回った。 
　内閣支持層では「決めたいと思う」４７％、「決めたいと思わない」３８％。内閣不支持層ではそれぞれ５４％、２９％だった。５０代以下の各年代では「決めたいと思う」が５割を超えた。【今村茜】 
調査の方法 
　７月１６、１７日の２日間、コンピューターで無作為に数字を組み合わせて作った電話番号に、調査員が電話をかけるＲＤＳ法で調査した。福島第１原発事故で帰還困難区域などに指定されている市町村の電話番号は除いた。１８歳以上のいる１６６７世帯から、１０３１人の回答を得た。回答率は６２％。 
産経新聞2016.7.18 11:44更新 
【本社・ＦＮＮ合同世論調査】内閣支持率４９・８％で横ばい　政党支持率は自民党３５・３％でトップ、おおさか維新が３番手に躍進
　産経新聞社とＦＮＮ（フジニュースネットワーク）は１６、１７両日に合同世論調査を実施した。安倍晋三内閣の支持率は４９・８％で前回調査（６月１８、１９両日）から０・４ポイント増えたものの、２カ月連続で５０％に届かなかった。不支持率は３９・１％で前回調査から１・０ポイントの増加となった。
　政党支持率は自民党が３５・３％でトップだが、前回より２・４ポイント減少。続く民進党は１３・４％で前回から５・１ポイント伸ばした。前回５番手だったおおさか維新の会が２・６ポイント増の６・９％で、３番手に躍進した。公明党は０・８ポイント増の５・４％、共産党は０・６ポイント減の５・１％だった。
　また、先の参院選で自民、公明両党の与党が、目標に掲げた改選議席の過半数を獲得したことは「良かった」と答えた人が４８・２％で、「良くなかった」の４４・１％を上回った。
　一方で、両党におおさか維新の会などを加えた憲法改正に前向きな勢力が、改憲発議に必要な参院の３分の２（非改選と合わせて１６２議席）を確保したことについては、「良かったと思わない」が４７・１％で、「良かったと思う」の４３・８％を上回る結果となった。
　ただ、憲法改正については「賛成」が４２・３％で、「反対」の４１・７％をわずかに上回った。先月は反対が２・２ポイント多かったが、賛否が逆転した。今後、国会で憲法改正に向けた議論が活発化することを「期待する」と答えた人も６５・３％に上り、「期待しない」の２８・５％を大きく上回った。
　参院選では民進、共産、社民、生活の野党４党が３２の改選１人区で候補者を一本化し、１１選挙区で勝利。次期衆院選でも野党４党が「共闘したほうが良いと思う」との答えが５０・８％で過半数に達し、「思わない」の３５・６％を上回った。
　また、今回から隣接選挙区を統合する合区が「鳥取・島根」「徳島・高知」で新たに導入されたが、「１人の都道府県から少なくても１人は選ばれるべきだと思う」と合区に否定的だった人が６９・２％おり、「思わない」の２４・３％を大きく上回った。
　今後、安倍内閣が最優先で取り組むべき政策課題は「医療・年金などの社会保障」が２８・２％で最多。「景気・雇用などの経済政策」２６・９％、「子育て・少子化・待機児童対策」１２・３％などが続き、「憲法改正」は３・６％だった。
　中国を相手取りフィリピン側が勝訴した、南シナ海をめぐる仲裁裁判所の裁定（今月１２日）に対し、中国側は従わないと表明。尖閣諸島（沖縄県石垣市）のある東シナ海でも日中間で同じ事態が起きることを「心配している」と答えた人が８７・４％に上った。
産経新聞2016.7.19 09:52更新 
【本社・ＦＮＮ合同世論調査】「国会の改憲議論に期待」６５％　内閣支持率４９・８％で横ばい
　産経新聞社とＦＮＮ（フジニュースネットワーク）が１６、１７両日に実施した合同世論調査によると、国会で憲法改正に向けた議論が活発化することを「期待する」と答えた人が６５・３％に上り、「期待しない」の２８・５％を大きく上回った。憲法改正に「賛成」は４２・３％で、「反対」の４１・７％を上回った。
　前回調査（６月１８、１９両日）では反対が２・２ポイント多かったが、賛否が逆転した。賛成と答えた人のうち７０・９％が安倍晋三政権での改憲に「賛成」とし、「反対」は１９・９％だった。憲法改正に反対と答えた人のうち、憲法９条を残す条件であれば「賛成」との答えが６４・５％だった。
　ただ、先の参院選で自民、公明両党の与党におおさか維新の会などを加えた憲法改正に前向きな勢力が、改憲発議に必要な参院の３分の２（非改選と合わせて１６２議席）を確保したことは「良かったと思わない」が４７・１％で、「良かったと思う」の４３・８％を上回る結果となった。
　一方、安倍内閣の支持率は４９・８％で前回から０・４ポイント増え、不支持率は３９・１％で前回比１・０ポイント増だった。政党支持率は自民党が３５・３％でトップだが、前回から２・４ポイント減。続く民進党は１３・４％で５・１ポイント伸ばした。前回５番手だったおおさか維新の会が２・６ポイント増の６・９％で、３番手に躍進した。
　３１日投開票の都知事選に関し、都知事にふさわしい人物を聞いたところ、元防衛相の小池百合子氏（６４）がリードし、ジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）＝民進、共産、社民、生活推薦＝と元総務相の増田寛也氏（６４）＝自民、公明、日こ推薦＝が追う展開となっている。東京都内の回答者に限っても同様の結果が出たが、約１４％が「わからない」と答えた。
産経新聞2016.7.20 00:05更新 
【産経・ＦＮＮ世論調査】民共支持層も改憲容認　９条抜きなら「賛成」約６割
　産経新聞社とＦＮＮによる合同世論調査では、民進党や共産党の支持層で憲法改正に「賛成」と答えた人は２割台にとどまった。ただ、９条を残す条件での憲法改正に「賛成」と答えた人も含めると、民進、共産両党とも約６割が改憲に容認姿勢を示した。
　憲法改正に「反対」と答えた民進支持層のうち、９条を残す条件であれば「賛成」と答えた人は５８・１％で、共産支持層では５４・３％。前提条件を付けずに改憲に「賛成」と答えた人も含めた割合は、民進支持層で５９・７％、共産支持層では５８・８％に上った。
　また、憲法改正に向けた議論が活発化することに「期待する」と答えた民進支持層は５５・２％で、「期待しない」の３８・８％を引き離した。共産支持層でも「期待する」と「期待しない」がいずれも４７・１％と拮（きっ）抗（こう）した。
　一方、公明党の支持層は前提条件なしの改憲賛成が４６・３％にとどまり、自民党（６２・９％）、おおさか維新の会（５５・１％）などの「改憲勢力」支持層との間で異なる傾向となった。だが、９条抜きの改憲賛成も含めれば、公明支持層に占める改憲容認派は６８・５％に上った。
産経新聞2016.7.19 23:56更新 
【産経・ＦＮＮ世論調査】改憲に及び腰の与党　「民意」の要望あってもなお慎重
　産経新聞社とＦＮＮ（フジニュースネットワーク）による世論調査では、憲法改正の議論を求める意見が６割を超えた。改憲への賛成も反対を上回ったが、与党にはなお改憲への慎重論が根強い。参院選で自民党などの「改憲勢力」が衆参両院で国会発議に必要な「３分の２」議席を占め、逆に「強権的」との印象を避けたいとの思いがにじむが、世論とのずれが浮き彫りになる結果ともなった。
　自民党の二階俊博総務会長は１９日の記者会見で、世論調査の結果について「憲法の問題は慎重の上に慎重に考えることが大切だ。直ちに憲法改正の議論に入らないといけないとは判断していない」と述べ、改憲に慎重とされる公明党への配慮をにじませた。
　ただ、参院でも３分の２を確保したことを踏まえ、保守層を中心に改憲を求める世論は今後さらに高まる可能性がある。参院選では目立った主張を控えていた安倍晋三首相（自民党総裁）も、秋の臨時国会では憲法審査会での議論の本格化に意欲を示す。８月３日にも行われる内閣改造・党役員人事では党憲法改正推進本部長の人事も焦点になりそうだ。
　時代の変化に合わせて条項を加える「加憲」を主張する公明党の斉藤鉄夫幹事長代行は１９日、産経新聞の取材に「各党が改憲項目案を持ち寄るよりも、憲法審査会での議論を優先すべきだ」と述べ、改憲に慎重な姿勢を崩さなかった。党の改憲項目案の取りまとめに１年程度かかるとの認識も示す斉藤氏に対し、おおさか維新の会の馬場伸幸幹事長は会見で「１年もかけず早く出してほしい」と促し、さや当てを演じた。
　一方、参院選で改憲勢力の３分の２阻止を掲げて共闘した野党は警戒を強める。民進党の枝野幸男幹事長は１９日の会見で、憲法解釈変更で集団的自衛権の行使を限定容認した安全保障法制を優先的に議論すべきだと主張。足並みをそろえるように共産党の小池晃書記局長も会見で「堂々と改憲に反対の論陣を張る」と強調しており、審査会での改憲項目の絞り込みは難航が避けられそうもない。
産経新聞2016.7.19 16:05更新 
【産経・ＦＮＮ世論調査】共産支持層はトランプ氏がお好き？　全体ではクリントン氏圧倒リード
　産経新聞社とＦＮＮ（フジニュースネットワーク）が１６、１７両日に行った合同世論調査で、米国の次期大統領として日本に良い影響を与えると期待できる人物を聞いたところ、民主党の候補指名を確実にしたヒラリー・クリントン前国務長官（６８）が８４・７％の支持を集めた。共和党の候補指名が確定した不動産王のドナルド・トランプ氏（７０）はわずか４・１％で、クリントン氏を大きく下回った。
　日本国内の支持政党別に見ると、クリントン氏は自民党や民進党など、いずれの支持層でも圧倒的にリードした。一方、トランプ氏に対する支持が最も多かったのは、日本のこころを大切にする党支持層の１６・７％で、共産党支持層の７・８％がこれに続いた。
　日本政府が優先して取り組む政策課題として「原発・エネルギー政策」を挙げた人のうち、１７・４％がトランプ氏を支持したほか、環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）を挙げた人の１５・４％も、ＴＰＰ「脱退」を訴えるトランプ氏が日本に良い影響を与えるとした。
　また、憲法改正に賛成と答えた人のうち７・１％がトランプ氏を支持。改憲に反対と答えた人では１・９％にとどまった。
産経新聞2016.7.19 09:56更新 
【本社・ＦＮＮ世論調査】世論調査　主な質問と回答（７月）
【問】安倍晋三内閣を支持するか
支持する４９．８（４９．４）　　　支持しない３９．１（３８．１）
他１１．１（１２．５）
【問】どの政党を支持するか
自民党３５．３（３７．７）　民進党１３．４（８．３）
公明党５．４（４．６）　共産党５．１（５．７）
おおさか維新の会６．９（４．３）　社民党０．９（１．３）
生活の党と山本太郎となかまたち０．７（１．０）
日本のこころを大切にする党０．６（０．５）
その他の政党１．３（０．６）支持する政党はない２９．７（３５．２）他０．７（０．７）
【問】安倍政権で次に挙げるものを評価するか
《首相の人柄》
評価する６２．８（６０．０）　　　評価しない２６．７（３２．０）
他１０．５（８．０）
《首相の指導力》
評価する６１．１（５６．６）　　　評価しない２８．５（３６．１）
他１０．４（７．３）
《景気・経済対策》
評価する３２．０（３３．１）　　　評価しない５６．２（５７．２）
他１１．８（９．７）
《社会保障政策》
評価する２５．０（２８．０）　　　評価しない６０．９（６１．４）
他１４．１（１０．６）
《外交・安全保障政策》
評価する４４．１（５０．０）　　　評価しない４２．９（４０．９）
他１３．０（９．１）
【問】７月１０日に投開票された参院選について
《投票に行ったか》
行った８４．７　　　行かない１５．２　　　　他０．１
《結果》
満足１７．０　まあ満足３７．７　やや不満２２．３　不満１９．９
他３．１
《自民党と公明党の与党が改選議席の過半数を得たこと》
よかったと思う４８．２　　よかったと思わない４４．１　　　　　　他７．７
《憲法改正に前向きな勢力が、参院でも憲法改正の発議が可能となる３分の２以上の議席を確保したこと》
よかったと思う４３．８　　よかったと思わない４７．１　　　　　　他９．１
《今後、国会で憲法改正に向けた議論が活発化すること》
期待する６５．３　期待しない２８．５　他６．２
《投票に際し、政党や候補者の憲法改正に対する姿勢を考慮したか》
考慮した５５．２　考慮しない３５．９　他８．９
《隣り合う県を一つの選挙区にする合区について。すべての都道府県から少なくとも１人は参院議員が選ばれたほうがよいと思うか》
思う６９．２　思わない２４．３　他６．５
《民進、共産、社民、生活の野党４党による統一候補について。次の衆院選でも４党は共闘すべきだと思うか》
思う５０．８　思わない３５．６　他１３．６
【問】安倍政権が今後、最も優先して取り組むべき政策課題は何か（１つだけ選択）。
景気や雇用など経済政策２６．９　医療・年金などの社会保障２８．２
子育て・少子化・待機児童対策１２．３　財政再建６．１　格差是正３．３
外交・安全保障５．４　憲法改正３．６　震災復興・防災対策４．１
環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）１．３　原発・エネルギー政策２．３
政治とカネ３．１　他１．４　特にない２．０
【問】憲法改正に対する賛否
賛成４２．３（４３．３）　反対４１．７（４５．５）　他１６．０（１１．２）
【問】（憲法改正で賛成の回答者に）安倍政権の下での憲法改正について
賛成７０．９　反対１９．９　他９．２
【問】（憲法改正で反対の回答者に）戦争放棄と戦力を持たないことことを定めた憲法９条を残す条件での憲法改正について
賛成６４．５　反対２４．５　他１１．０
【問】英国の国民投票で欧州連合（ＥＵ）からの離脱を決めた。日本の憲法改正も国民投票で決まる。国政の重要課題を国民投票にかけるやり方について
賛成６５．５　反対２４．６　他９．９
【問】３１日投開票の東京都知事選について
関心がある７６．４　関心がない２２．０　他１．６
【問】衆院選の解散・総選挙の時期はいつ頃が適切か
できるだけ早く７．７　年内に行う１５．５　来年に行う２０．５　再来年の任期満了近くまでやる必要はない４７．０　他９．３
【問】消費税率の１０％への引き上げが再延期されたことについて
賛成５３．６　反対４０．８　他５．６
【問】南シナ海での中国の管轄権を否定した仲裁裁判所の裁定に中国は従わないとしている。尖閣諸島のある東シナ海でも日本と中国に同じような事態となることについて
心配している８７．４　心配していない８．９　他３．７
【問】米大統領選で共和党の指名が確定したドナルド・トランプ氏と、民主党の指名が確定したヒラリー・クリントン氏とは、日本によい影響を与える大統領として期待できるのはどちらか
トランプ氏４．１　クリントン氏８４．７　他１１．２
（注）数字は％。カッコ内の数字は前回６月１８、１９両日の調査結果。「他」は「わからない」「言えない」など。
しんぶん赤旗2016年7月20日(水)

鳥越さん勝利で憲法守ろう　国会議員会館前　雨中の総がかり行動　“市民の力で押し上げる”
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（写真）戦争法を廃案にと集まった人たちとともに訴える鳥越俊太郎都知事候補（右端）＝１９日、衆院第２議員会館前


　「憲法擁護の知事誕生で、安倍暴走政治を東京からストップさせよう」と、「戦争法廃止！憲法改悪を許すな！総がかり国会行動」が１９日、行われました。どしゃ降りのなか、衆参の国会議員会館前から国会図書館前まで４５００人（主催者発表）の人波で埋まりました。

　全国注視の東京都知事選で、野党統一候補としてたたかう鳥越俊太郎氏が駆けつけ、スピーチすると、大きな拍手と歓声が起きました。「みんなの力で改憲とめよう」とコールした参加者は鳥越氏と一緒に「みんなの力で東京を変えよう」と唱和しました。

　政党からは、日本共産党の吉良よし子参院議員、池内さおり、畑野君枝、本村伸子の各衆院議員が参加し、小池晃書記局長があいさつしました。民進党の枝野幸男幹事長、社民党の福島瑞穂副党首があいさつしました。

　小池氏は「都民の命を守るために、憲法を守るとものを言う候補を野党と市民の力で押し上げよう」と呼びかけました。

　市民連合の山口二郎法政大教授は「都知事選は憲法を守るたたかいだ。鳥越さん勝利こそ憲法を守る最大の力だ」と述べました。

　沖縄・東村高江での米軍ヘリパッド建設強行に反対するたたかいの報告がありました。

　東京都北区の女性（６８）は「都知事候補で原発ノー、安倍政権を痛烈に批判しているのは鳥越俊太郎さんだけ。市民目線のところがいい。この知事選で首都・東京から安倍政権打倒、憲法守ると声を上げたい」と語りました。

しんぶん赤旗2016年7月20日(水)

米兵、中学で「新兵訓練」　東京・横田基地　生徒の迷彩顔写真　ＨＰに

　米空軍横田基地（東京都）に所属する米兵が東京都内の中学校の行事に参加し、「新兵訓練」（ブート・キャンプ）と称したイベントに生徒を参加させていたことが分かりました。

　これまで都内では、「防災訓練」と称して高校生を自衛隊の訓練に参加させる事例がありましたが、米兵が学校に直接出向くのは前代未聞です。

　米空軍は横田基地のホームページ上に学校名を明記した上で、兵士が戦場で使用する迷彩用顔料（ドーラン）を塗った生徒一人ひとりの顔がはっきりと分かる写真を１０枚以上掲載。そのうち数人は氏名まで判別できます。子どもたちを米軍の宣伝に使用しており、重大な人権侵害のおそれがあります。
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　横田基地のホームページによれば、今月２日、同基地を抱える武蔵村山市内の中学校で開催された定例の行事に、同基地に所属する第３７４医療群の米兵数人が参加。３年生３０人以上に対してドーランの塗り方や敬礼、ほふく前進などを教えたと記されています。

　記事中、現場責任者とみられる米兵自身が「私が知る限り、軍と地域の生徒との交流が許された唯一のプログラムだ」と驚きます。さらに、この米兵は「（このイベントが）われわれの日本駐留に前向きな光を与える」と発言。首都東京に居座り続けるための宣伝の一部であることを認めています。

教育の場利用した宣伝　許さない

　学校行事に軍服を着た米兵が参加し、「新兵訓練」と称したイベントに子どもたちを参加させ、その写真を米空軍の公式ホームページに掲載して地域住民との“良好”な関係をアピールする（１面報道）前代未聞の事態が明るみに出ました。

　在日米軍基地の多くは市街地に隣接しており、爆音や事件・事故などが絶えず摩擦を抱えています。横田基地を抱える武蔵村山市民も基地から発生する騒音や航空機部品の落下などの事故に苦しめられており、昨年５月には、同基地を抱える５市１町の首長が連名で、墜落事故が相次ぐＣＶ２２オスプレイの配備発表に「遺憾」を表明しています。学校もこうした騒音や事故の危険に、日常的にさらされています。

　沖縄県では、同じ空軍の嘉手納基地所属の米兵による女性暴行事件など、凶悪犯罪が相次いでいます。

　軍事基地は本質的に住民生活と相いれない存在です。米軍もそのことを理解しており、さまざまな機会を利用して住民と接触を図り、“理解”を得ようとしています。しかし、学校教育の場を利用しての宣伝は許されません。

　いま、日米両政府はオスプレイ配備やＦ３５ステルス戦闘機の整備拠点化、パラシュート降下訓練の常態化など、横田基地の異常な強化を進めています。このような中、自治体や学校側も、基地との接し方を再考する必要があります。

（竹下岳）

産経新聞2016.7.19 19:47更新 
【東京都知事選】民進・枝野幸男幹事長と共産・小池晃書記局長　国会前で鳥越俊太郎候補を応援
　民進党の枝野幸男幹事長は１９日、国会前で演説を行い、舛添要一前東京都知事の辞職に伴う知事選（３１日投開票）に民進、共産両党などの推薦で立候補したジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）を念頭に「首都・東京から、憲法の理念を行政や暮らしに生かす。その一歩を踏み出すことができれば、東京だけでなく、日本中に大きな意味をもたらす」と訴えた。
　鳥越氏は、憲法改正に反対する「市民団体」の集会に参加し、枝野氏が駆けつけた形となった。集会には共産党の小池晃書記局長も参加し、「憲法を守り、都政に生かすといえることは都知事の最低限の責務だ」と述べ、鳥越氏への支援を呼びかけた。
都知事選も憲法争点＝枝野民進幹事長【都知事選】
　民進党の枝野幸男幹事長は１９日、国会前で開かれた安全保障関連法の廃止を求める抗議集会に参加し、東京都知事選に関し、「首都東京から憲法の理念を問うことは、日本全体に大きな意味をもたらす」と述べ、参院選に続き憲法改正の是非を争点に据える考えを強調した。
　この日は、憲法解釈の変更を受け、集団的自衛権の行使を可能とした安保法成立から１０カ月の節目。集会には都知事選に立候補し、野党４党が推薦する候補者も駆け付けた。　（時事通信2016/07/19-20:33）
産経新聞2016.7.19 17:18更新 
民進・枝野幸男幹事長「安保法制と立憲主義の議論が先だ」　改憲４党を牽制
　民進党の枝野幸男幹事長は１９日の記者会見で、憲法改正をめぐる国会での議論について「全く否定するものではない。積極的にやりたい」と断った上で、「違憲の疑いが強く指摘されている安全保障法制の憲法適合性についての議論が最初だ」と述べ、憲法改正に前向きな自民党やおおさか維新の会など改憲４党を牽制（けんせい）した。
　また「（安倍晋三首相とは）立憲主義についての理解が違っているから、共通の土俵に立てるのかどうか。これを積極的に議論しなくてはいけない」と強調した。
共産 小池氏 改憲は国民に信任されていない
NHK7月19日 17時35分
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共産党の小池書記局長は記者会見で、先の参議院選挙で与党と憲法改正に前向きな勢力が、改正の発議に必要な参議院全体の３分の２の議席を確保したことについて「与党は争点化を避けて戦っており、改憲を国民が信任した結果ではない」と述べました。
先の参議院選挙の結果、自民・公明両党と憲法改正に賛成するおおさか維新の会、日本のこころを大切にする党などが、改正の発議に必要な参議院全体の３分の２の議席を確保しました。
　これについて、共産党の小池書記局長は記者会見で「自民党も公明党も憲法の争点化を避けて選挙戦を戦っており、改憲を主張する勢力が３分の２を超えたからと言って改憲を国民が信任した結果ではない」と述べました。
　そのうえで小池氏は「国会で憲法審査会が開かれた場合には、堂々と改憲に対する反対の論陣をはっていきたい」と述べました。
　また小池氏は、ことし１０月に行われる予定の衆議院東京１０区と福岡６区の補欠選挙について「あらゆる国政選挙で、選挙協力をしようというのがスタンスで、４党の枠組みで戦えるように政党間協議を進めたい」と述べ、民進党など野党４党の連携を維持したいという考えを示しました。
しんぶん赤旗2016年7月20日(水)

国民は改憲信任せず　会見で小池書記局長

　日本共産党の小池晃書記局長は１９日、国会内での記者会見で、改憲勢力が衆参両院で３分の２以上を確保したことについて問われ、「参院選で、自民党、公明党は、憲法問題は争点ではないと言い続けて選挙戦をたたかった。その結果、改憲を主張する勢力が３分の２を超えたからと言って、国民が改憲を信任したわけではない」と強調しました。

　小池氏は「私たちは、憲法は国の根幹に関わる大問題だし、とんでもない時代逆行の『自民党改憲案』を大争点にすべきだと言ってきたが、与党は争点化を避け続けてきた」と批判。「現行憲法は優れた内容を持つものであり、いま政治がやるべきことは憲法を変えることでなく、現行憲法に基づく政治をおこなうことだ。憲法を変えるのでなく、政治を変える。これが政治に課せられた課題だ」と主張しました。

　小池氏は、与党が憲法審査会を動かそうとしていることにどう臨むのか問われ、「これまでも、国民が『憲法改正』を求めていないもとで憲法審査会を開催する必要性はないと申し上げてきた」と指摘。仮に憲法審査会が開かれた場合は、参加して堂々と議論を行うとして「参院の憲法審査会で、わが党の議席は従来の２議席から３議席に増えることになる。参院選でご支援いただき議席増となった力をいかんなく発揮し、改憲反対の大論陣を張っていきたい」と表明しました。

　また、小池氏は、与党の補完勢力＝おおさか維新の会が改憲の理由に「教育無償化」をあげていることについて、「教育無償化は憲法を変えなくても法律をつくり、予算をつければできる。改憲の口実にすることは許されない」と批判しました。

産経新聞2016.7.19 07:30更新 
ブレる岡田克也代表の発言　参院選後に豹変　「改憲議論しない→否定していない」「２／３阻止は改憲勢力→与党に対象限定」
　民進党の岡田克也代表の発言がぶれている。参院選の目標だったはずの「改憲勢力による３分の２確保阻止」をめぐり、選挙後に「何が３分の２か、いろんな考え方がある」と開き直ったかと思えば、かたくなに拒んでいた「安倍晋三政権下での憲法改正議論」を一転して容認したからだ。「原理主義者」の異名はどこへ－。
　■　　　　■　
　「憲法改正、あるいは議論そのものを一切しないと言っているわけではない。球は首相にある」


　岡田氏は参院選後初めてとなった１４日の定例記者会見で突然、こう表明した。首相が「正しい憲法に対する受け止め方」を示すという“条件”付きだが、「安倍首相のもとでの憲法改正議論は憲法の破壊」と公言していた従来の姿勢から明確に軌道修正した。
　背景に垣間見えるのは党内の保守系議員への配慮だ。岡田氏が参院選で敷いた「民共」路線に対しては「共産党との共闘を本当にやるべきなのか」（長島昭久元防衛副大臣）との不満がくすぶる。岡田氏は９月に任期満了となる代表選への対応を「白紙」としているが、出馬した場合は争点になる可能性が高い。岡田氏としては、求心力の保持のため「左にかじを切った」（党幹部）との評価をぬぐいたいとの思いがにじむ。
■　　　　■　
　一方、参院選のポスターに大書した「まず、２／３をとらせないこと。」をめぐっても、岡田氏の発言は迷走している。参院選を経て、与党におおさか維新の会などを加えた「改憲勢力」は、参院で憲法改正の発議に必要な３分の２（１６２議席）を占めたが、自公だけでは届かなかった。
　岡田氏は公示日の６月２２日発行の夕刊フジの連載で「『参院の改憲勢力３分の２』の議席確保を阻止する」と表明していた。だが、大勢判明後は「『与党で３分の２』ということを（念頭に置き）言っていた」と態度を一変。７月１４日の会見では「何が３分の２か、いろんな考え方がある」とけむに巻いた。
　もっとも、目標が「改憲勢力３分の２」の阻止だったことは関係者の一致した見解だ。連合の逢見直人事務局長は「民進党は改憲勢力での３分の２確保阻止を掲げ、それを許す結果となった」と指摘。枝野幸男幹事長も１５日の連合関係の団体の会合で「改憲勢力３分の２を含め十分な成果を出すことができなかった」と総括した。
　「私たち民進党は今回の選挙で敗北しました」
　代表選出馬も取り沙汰される玉木雄一郎国対副委員長はツイッターでこう指摘したが、「負け」を認めない岡田氏への痛烈な当てこすりに映る。
（松本学）
民進 代表選は９月７日投開票で調整
NHK7月20日 4時22分
民進党執行部は、岡田代表の任期満了に伴う代表選挙について、秋の臨時国会に臨む態勢を早期に整える必要があるとして、９月７日に投開票を行う方向で調整を進めています。
民進党は、岡田代表の任期が９月末で満了を迎えることから、党所属の国会議員や地方議員、それに、党員やサポーターらの投票による代表選挙を行うことにしており、党執行部で具体的な日程を検討してきました。
　その結果、「秋の臨時国会が９月中旬にも召集される可能性があり、それまでに党内の態勢を整える必要がある」として、来月２５日に代表選挙を告示し、９月７日に臨時党大会を開いて投開票を行う方向で調整を進めています。党執行部は、来月初めに常任幹事会と両院議員総会を開いて日程を正式に決めたいとしています。
　代表選挙への対応について、岡田代表は「現時点では白紙だ」と述べていますが、党内からは「先の参議院選挙で一定の成果を挙げた」などとして、続投を支持する声も出ています。
　一方で、次の衆議院選挙を見据え、しっかりとした政策論争を行い、党の存在感を高める必要があるという意見も出ていて、今後、代表選挙に向けた動きが活発化することも予想されます。
産経新聞2016.7.19 19:36更新 
【東京都知事選】共産・小池晃書記局長　「小池百合子氏は自民党以上にタカ派」　保守系２候補を批判

共産党の小池晃書記局長 
　共産党の小池晃書記局長は１９日の記者会見で、東京都知事選（３１日投開票）に出馬している保守系２候補を痛烈に批判した。
　小池氏は、自民、公明両党の推薦を受けずに出馬した小池百合子元防衛相について、「実際の小池百合子氏は自民党以上にタカ派的な主張だ」と指摘。「『改憲右翼団体』の日本会議で副幹事長を務めた経験があるし、平成１５年には毎日新聞のアンケートで核武装を検討すべきだと主張されている」と述べた。
　晃氏は、前回の２６年都知事選で自民、公明両党が舛添要一前都知事を支援した際、百合子氏が自民党都連に所属していたことも挙げ、「今回、（舛添氏の）批判をしているが、その総括はどうなっているのか」とあてこすった。
　さらに、自民、公明両党が推薦した増田寛也元総務相について「自公丸抱えの候補」と指摘。「自公が『この人しかない』とした候補（舛添氏）がああいう事態を引き起こした以上、選挙に出てくる資格そのものが問われる」と述べた。
　そのうえで、民進、共産両党など野党４党が推薦する鳥越俊太郎氏の名前を挙げ、「あらゆる点から見ても鳥越氏が都知事に最もふさわしい候補だと思って、全力で応援していきたい」と述べた。
産経新聞2016.7.19 18:47更新 
共産・小池晃書記局長「１０月の衆院補選も野党共闘で」と呼びかけ
　共産党の小池晃書記局長は１９日の記者会見で、１０月２３日に投開票予定の衆院福岡６区と東京１０区の補欠選挙について「あらゆる国政選挙で選挙協力しようというのがわれわれのスタンスだ」と述べ、民進党などとの候補一本化に前向きな考えを示した。
　共産党は平成２６年の前回衆院選で両選挙区に候補者を立て、東京１０区では旧民主党も候補者を擁立した。小池氏は参院選と東京都知事選で実現した野党４党の共闘を生かし、「補選も（同じ）枠組みで戦えるよう政党間協議を進めたい」と述べた。
毎日新聞にＪＣＪ大賞＝憲法解釈変更報道で
　日本ジャーナリスト会議（ＪＣＪ）は１９日、優れた報道活動を表彰する今年度のＪＣＪ大賞を、政府の集団的自衛権をめぐる憲法解釈変更の経緯を内閣法制局が公文書として記録に残していない問題をスクープした毎日新聞の報道に贈ると発表した。「情報公開制度を駆使して徹底検証し、国民に広く提起した」と評価した。
　ＪＣＪ賞には、神奈川新聞の「時代の正体」▽「反核・写真運動」監修の「決定版　広島原爆写真集」「決定版　長崎原爆写真集」（勉誠出版）▽松本創氏の「誰が『橋下徹』をつくったか－大阪都構想とメディアの迷走」（１４０Ｂ）▽毎日放送の「映像’１５　なぜペンをとるのか～沖縄の新聞記者たち～」▽テレビ朝日の報道ステーション「憲法改正の行方…『緊急事態条項』独ワイマール憲法が生んだ独裁の教訓」が選ばれた。
　５０年にわたり沖縄の取材活動を続けてきた写真家でジャーナリストの嬉野京子さんもＪＣＪ特別賞に選ばれた。（時事通信2016/07/19-19:00）
ＪＣＪ大賞 　毎日新聞「憲法骨抜きを許した〜〜」選ぶ
毎日新聞2016年7月19日　20時03分（最終更新　7月19日　20時17分）
日本ジャーナリスト会議（ＪＣＪ）は１９日、過去１年間の優れた報道活動を表彰する２０１６年度のＪＣＪ大賞に、毎日新聞の「憲法骨抜きを許した内閣法制局の対応をスクープ」を選んだと発表した。本紙の大賞受賞は０２年度の「防衛庁　情報公開請求者リスト作成のスクープ」以来。 
　毎日新聞東京本社社会部の日下部聡記者は昨年９月２８日朝刊で、政府が１４年７月に閣議決定した集団的自衛権の行使容認に必要な憲法９条の解釈変更について、内閣法制局が内部検討過程を公文書に残していなかったことを特報。青島顕記者とともに、憲法と安全保障法制、特定秘密保護法に関わる問題点を情報公開請求を駆使して指摘した。選考委員会は「戦後７０年の節目に国の形を変えようという問題に、具体的な矛盾を指摘し、国民に広く提起した警世の報道」と評価した。 
　ＪＣＪ賞は以下の通り。▽神奈川新聞「時代の正体」▽「反核・写真運動」監修「決定版　広島原爆写真集」「決定版　長崎原爆写真集」（勉誠出版）▽松本創（はじむ）氏「誰が『橋下徹』をつくったか−−大阪都構想とメディアの迷走」▽毎日放送「映像’１５　なぜペンをとるのか〜沖縄の新聞記者たち〜」▽テレビ朝日報道ステーション「憲法改正の行方……『緊急事態条項』独ワイマール憲法が生んだ独裁の教訓」。ＪＣＪ特別賞には「嬉野京子さんの５０年間の沖縄取材活動」を選んだ。 
存在感発揮狙う＝参院で法案提出権獲得－おおさか維新
　おおさか維新の会が、秋の臨時国会での存在感発揮を狙っている。参院選で伸ばした議席を足掛かりに、看板の「身を切る改革」に関する法案を議員立法で参院に提出するほか、憲法改正の論議でも独自色を前面に出し、既成政党に対抗する第三極として埋没回避を図る。
　「法案提出権も得たので、これを機にさらに存在感を高めていきたい」。片山虎之助共同代表は１９日、参院選後初となる国会議員団役員会のあいさつで、こう強調。国会議員定数・歳費の３割削減や企業団体献金禁止など公約に掲げた政策の実現を目指す意向を示した。
　参院選でおおさか維新は、改選前の７人から１２人に勢力を拡大。参院で所属議員１１人以上による単独での法案提出が可能になったほか、１０人以上が要件の議院運営委員会の理事ポストも獲得した。
　ただ、選挙区では１０人を擁立したものの、議席獲得は大阪、兵庫両選挙区の３人にとどまり、全国展開は道半ば。党幹部は「次期衆院選まで注目を集め続けられるか正念場だ」とみており、党名を関西圏以外でも受け入れられる「日本維新の会」などに変える方針だ。
　同党は改憲論議の主導権を握りたい考えだ。馬場伸幸幹事長は１９日の記者会見で、衆参両院の憲法審査会に関し、「臨時国会が始まったら早急に開いていただく」と各党に訴えた。同時に、９条改正は「時期尚早」との認識を示し、「国防軍保持」を草案に明記した自民党と一線を画した。（時事通信2016/07/19-19:27）
おおさか維新・馬場氏、各党に改憲案提示求める 
日経新聞2016/7/19 19:49
　おおさか維新の会の馬場伸幸幹事長は19日の記者会見で、改憲勢力が参院選で国会発議に必要な３分の２を占めたことを踏まえ、各党が改憲案を提示するよう求めた。「世の中の情勢、国民のニーズを見極め、各党が憲法審査会に出してほしい」と述べた。
　公明党の斉藤鉄夫幹事長代行が、改憲項目の取りまとめに１年程度かかるとの認識を示したことについては「１年もかけずに、できるだけ早く出していただきたい」と注文を付けた。〔共同〕
産経新聞2016.7.19 13:16更新 
おおさか維新・馬場伸幸幹事長「公明党は優秀、１年かけずに改憲項目出して」と注文
　おおさか維新の会の馬場伸幸幹事長は１９日の記者会見で、憲法改正項目の取りまとめに１年程度かかるとしている公明党に対し「公明党さんのような優秀な方の多い政党は、１年かけずにできるだけ早く（国会の憲法審査会に）出していただきたい」と述べ、早期提出を求めた。
　同時に「そうでないと、憲法審査会を開いても、居酒屋談義の域を越えない。立法府の人間としての責務を果たしていただきたい」と訴えた。
　馬場氏は民進党に対しても注文を付け、「枝野幸男幹事長が『現行憲法が対案だ』と、わけのわからんことを言っていたが、そうではなく、今の情勢、国民のニーズがどこにあるのかを各党が見極めて、憲法審査会に発議してほしい」と述べた。
　公明党の斉藤鉄夫憲法調査会長代理は１５日、記者団に「３、４年かけては（衆参両院の）憲法審査会の議論に間に合わない。個人的には半年、１年くらいかけてまとめたい」と述べた。
維新 馬場氏「憲法審で議論を ９条改正は時期尚早」
NHK7月19日 14時39分
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おおさか維新の会の馬場幹事長は記者会見で、憲法改正について、秋の臨時国会から憲法審査会で議論を始めるべきだとする一方、９条の改正は「時期尚早だ」と述べ、慎重な考えを示しました。
先の参議院選挙の結果、自民・公明両党と、憲法改正に賛成するおおさか維新の会、日本のこころを大切にする党などが、改正の発議に必要な参議院全体の３分の２の議席を確保しました。
こ　れに関連して、おおさか維新の会の馬場幹事長は記者会見で「わが党は今の世の中に合った、国民のニーズがあることについて、憲法を改正していくという考えだ。憲法審査会で各党が主張を出さないと議論のしようがない。まず憲法審査会を早急に開いてほしい」と述べ、秋の臨時国会から憲法審査会で議論を始めるべきだという考えを示しました。
　一方で、馬場氏は憲法９条について「９条をどうするのかと今聞かれれば、時期尚早だ。今すぐに９条を変える必要はないのではないか」と述べました。
自民に総裁任期延長論＝二階氏ら相次ぎ言及
　自民党内で、２０１８年９月までの安倍晋三総裁（首相）の任期延長論が浮上してきた。来月上旬の内閣改造・党役員人事を控え、二階俊博総務会長や棚橋泰文幹事長代理が１９日に相次ぎ言及。先の参院選勝利で「安倍１強」が当面続くとの見方が支配的な状況の下、首相への忠誠を示すのが得策との判断が働いているとみられる。
総裁任期延長をけん制＝「どん詰まれば女性」－野田聖子氏
　二階氏は記者会見で、任期延長について「あってもいい。余人をもって代え難しという状況が生まれてくれば、柔軟に考えることは検討に値する」と容認した。党則で３年間と定めている総裁任期に関しても「党内のしかるべき機関で検討するのも一つの方法だ」と述べ、見直しを示唆した。
　棚橋氏も記者団に「安定した長期政権が、経済の安定、国民生活の向上のためにはプラスになる」と指摘し、任期延長を支持する考えを表明した。　
　一方、昨年の総裁選で出馬を模索した野田聖子前総務会長は１８日の会合で、「安倍首相も任期を守る人だから、必ず１８年には総裁選をやる」と述べ、任期延長をけん制。これに対しベテランの二階氏らが延長論を打ち出したことで、党内で論争を招く可能性もある。（時事通信2016/07/19-19:20）
安倍首相の総裁任期延長「検討に値する」　自民・二階氏
朝日新聞デジタル2016年7月19日21時19分
　自民党の二階俊博総務会長は１９日の記者会見で、２０１８年９月までの安倍晋三首相の党総裁任期について「余人をもって代えがたしという状況が生まれてくれば、対応を柔軟に考えていくのは大いに検討に値する」と語り、任期延長の可能性に言及した。記者団の質問に答えた。
　党則で、総裁任期は「２期６年まで」と定められている。過去、中曽根康弘元首相が１９８６年の衆参同日選に大勝した功績を認められ、特例として任期を１年延長した例がある。
　二階氏は「安倍総裁は国際的にも国内的にも内閣総理大臣として大変活発な活動を展開し、中曽根首相と同等か、それ以上の活躍をしている」と強調。その上で「その必要があると大方が認めれば、延長も考慮に入れていいのではないか。党内のしかるべき機関で検討するのも一つの方法だ」と述べた。
安倍総裁の任期延長 党内で議論の可能性も
NHK7月20日 4時25分
再来年９月までとなっている安倍総理大臣の自民党総裁としての任期を巡って、党内では、「安定した長期政権は経済の安定にもつながる」などとして、延長に肯定的な意見が出ている一方、「党のルールは重い」などと疑問視する声もあり、今後、任期の延長が党内で議論になる可能性もあるという見方が出ています。
自民党の総裁は、党則で任期が３年で、連続２期まで務めることができると定められており、平成２４年に再び総裁に選出され、現在２期目を務めている安倍総理大臣の任期は再来年の平成３０年９月までとなっています。
　こうしたなか、二階総務会長は１９日、「安倍総裁の内外での活躍に党内で異論を差しはさむ人はおらず、『余人をもって代えがたし』という状況が生まれてくれば、任期の延長は大いにあって当然だ」と述べました。
　また、棚橋幹事長代理も「安定した長期政権が経済の安定や国民生活の向上にはプラスになる」と述べるなど、党内では、任期の延長に肯定的な意見が出ています。
　一方、去年の総裁選挙の際、立候補を模索した、野田前総務会長が「任期には、『これ以上やってはいけない』という重いルールがある。かつて、任期を延長すべきだという声があがった小泉元総理大臣も任期は守った」と述べるなど、疑問視する声もあり、今後、任期の延長が党内で議論になる可能性もあるという見方が出ています。
　ただ、安倍総理大臣の出身派閥の細田派幹部などからは、「任期は２年残っており、議論するのは早すぎる」といった指摘も出ています。
谷垣氏入院で臆測＝党役員人事に影響か－自民


自民党総務会に臨む（前列左から）二階俊博総務会長、細田博之幹事長代行、稲田朋美政調会長＝１９日午前、東京・永田町の同党本部
　趣味のサイクリング中にけがをした谷垣禎一自民党幹事長の入院が臆測を広げている。軽傷との党側の説明にもかかわらず、党務復帰のめどが立っていないためだ。けがの回復に時間がかかり職務続行が困難になれば、８月上旬の内閣改造に併せた党役員人事に影響する可能性がある。
自民党の谷垣氏、自転車で転倒
　谷垣氏がけがをしたのは１６日午前。党本部は軽傷だが大事を取って入院したとしていた。だが１９日になっても退院していない。
　同日の党総務会では、欠席した谷垣氏の席に細田博之幹事長代行が着席し、「党務に支障がないよう、よろしくお願いしたい」との谷垣氏の言葉を出席者に伝えた。ただ、けがの状態などに関する詳しい説明はなかった。
　この後、二階俊博総務会長は記者会見で、「詳細は、われわれも知らされていない。無事回復されることを祈るのみだ」と述べるにとどめた。当面は細田氏が谷垣氏の職務を代行する。
　「来週には党務に復帰するようだ」と見る向きはあるが、党内には緊張感も漂う。ある自民党関係者は「脊椎を痛めたようだ。最初に運ばれた病院では手が付けられず、専門の病院に移った」と語り、必ずしも楽観できないとの見方を示した。
　政治家の健康に関する情報は、政治生命に関わりかねず、表に出にくい傾向がある。ただ今回は、それが「事態は深刻なのではないか」といった推測につながっている。　
　もっとも谷垣氏は、激務の幹事長職について、退任したいとの考えを周囲に漏らしているとされる。今回のけがを理由に、谷垣氏が自ら身を引く可能性も捨て切れない。
　党内では早くも幹事長候補として、麻生太郎副総理兼財務相や菅義偉官房長官、岸田文雄外相、二階氏らの名が取り沙汰されている。安倍晋三首相は、谷垣氏の回復具合などを見極め、慎重に判断するとみられる。
　一方、内閣改造をにらんだ党内の動きも活発化してきた。棚橋泰文幹事長代理らは１９日、「アベノミクスの完遂を強力に支える会」の会合を開催。出席者には「入閣待機組」が多く、ポスト狙いの側面が強いようだ。棚橋氏らはこの後、首相官邸に菅長官を訪ね、経済対策のため１０兆円超の補正予算を編成することなどを提言した。（時事通信2016/07/19-18:28）
ＹＫＫ秘録 　臨場感あふれて…山崎拓さんの本、２０日発売
毎日新聞2016年7月19日　19時14分（最終更新　7月19日　19時14分）
　自民党の山崎拓元副総裁が自ら書き留めたメモをもとに、５５年体制崩壊期から小泉政権までの権力闘争を再現した「ＹＫＫ秘録」（講談社刊）が２０日発売される。 
　山崎氏、小泉純一郎元首相、加藤紘一元幹事長の３氏による「ＹＫＫ」が夜な夜な密会を重ね、当時主流だった経世会（旧竹下派）に対抗するべく秘策を練るシーンなど、臨場感あふれる場面が盛り込まれている。 
　序章と１〜５章の構成で、ハイライトは第４章「『加藤の乱』の真相」。「加藤の乱」は２０００年秋に加藤氏が森喜朗首相の退陣を画策した倒閣劇で山崎氏も同調した。加藤、山崎両氏は野党が提出する内閣不信任決議案に賛成し、野党との「大連立」を工作するはずだったが、執行部の説得で足元の加藤派からも賛成拒否者が続出し、未遂に終わった経緯が克明に描かれている。 
　山崎氏は「『加藤の乱』こそ小泉政権を生んだ」と当事者ならではの感想も記した。自民党崩壊の危機感が「自民党をぶっ壊す」と叫ぶ小泉政権を誕生させたという「山崎説」は注目に値する。【特別顧問・松田喬和】 
しんぶん赤旗2016年7月20日(水)

都知事に最もふさわしい鳥越さんを　小池書記局長が強調
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（写真）記者会見する小池晃書記局長＝１９日、国会内


　日本共産党の小池晃書記局長は１９日、国会内での記者会見で、東京都知事選のたたかいぶりについて問われ、「鳥越俊太郎さんが１９８３年の松岡英夫さん以来の野党統一候補となり、非常に大きな期待と手ごたえを感じている。何としても勝ち抜いていきたい」と話しました。

　小池氏は今回の都知事選は「都政を変えるチャンスだ」と強調。「『参院選で自民党などの改憲勢力が議席を取り過ぎて不安だ』という方々の中に『都知事選ではそれとは違う結果を出したい』という思いが広がっている」と日増しに強まる鳥越候補への期待と手ごたえを語りました。

　元防衛相の小池百合子候補については「辞任した舛添要一前都知事を前回の選挙で自民・公明で推薦したことはどう総括しているのか。それなしに、舛添前知事を批判する資格はない」と批判しました。

　さらに、「自民党と対決するようなポーズもとっているが、実際には極端にタカ派的な方だ」と述べ、小池百合子候補が改憲右翼団体の「日本会議国会議員懇談会」の副幹事長を務めていたことや「日本の核武装構想について」のアンケートに「国際情勢によっては検討すべきだ」と回答（「毎日」２００３年１１月１１日付）していることを指摘。「アベノミクスも東京で推進すると言っており、自民党以上に自民党的という実際の姿が知られていけば選択肢になりえないという判断を都民は下すのではないか」と語りました。

　元総務相の増田寛也候補については「自公丸抱えであり、今回の選挙が、自公が『この人しかいない』と推した舛添前知事が起こした問題を発端としている以上、選挙に出てくる資格自体が問われる」と指摘。「『政治とカネ』の問題に総括も反省もなくいくら都政を語っても説得力はない」と強調しました。

　その上で「都知事に最もふさわしい鳥越さんを全力で応援していきたい」と話しました。

しんぶん赤旗2016年7月20日(水)

鳥越候補「東京は平和と憲法守る拠点」　市民・野党一つに　都知事選

　東京都知事選挙で野党統一候補の鳥越俊太郎さんの個人演説会と『「鳥越俊太郎を応援する市民センター」発足集会』が１８日夜、東京都千代田区で開かれました。定員８００人のホールは参加者でいっぱいに。「なんとしても鳥越さんを都知事に」。会場では４野党の代表、自治体首長、著名人、勝手連をつくる市民がスピーチしました。

演説会　思い熱く

　演説会も中盤に差しかかった午後７時５５分。鳥越さんが会場に駆けつけ、後方から登場すると参加者から「鳥越、鳥越」の大合唱で迎えられました。演説は約１５分間。演壇の前に立ち、立候補した思いや政策を訴えます。

　「参議院選挙では、３分の２を自公などの与党勢力に取られてしまいましたけど、しかしその直後におこなわれた東京都知事選挙ではちゃんと旗を取り返したぞと、都民のみなさん、全国のみなさんにもお知らせしたい」「東京は平和と憲法を守る拠点。そういう都市であるべきだ」

　演説会では、鳥越さんを推薦した野党４党（日本共産党、民進党、社民党、生活の党）のあいさつだけではなく、東京・生活者ネットワーク、新社会党、緑の党グリーンズジャパンの代表も参加し、紹介されました。

　民進党の菅直人元首相（衆院議員）は「今回（野党統一候補を）まとめあげたのはみなさんの力。何としても勝ち抜きたい。党としてできることは何でもやるつもりです」と語りました。

　「野党だけでは勝てません。市民と一つになって初めて勝てます」。あいさつした日本共産党の小池晃書記局長（参院議員）は強調します。「都政を変える絶好のチャンスです。野党共闘を確かな流れにするためにも全力で頑張ります」
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（写真）鳥越俊太郎候補（中央）を囲んで「都政を都民の手に取り戻そう」と決意する参加者＝１８日、東京都千代田区


　著名人もマイクを握りました。「安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合」の山口二郎さんは「安倍政権に打撃を与える第一歩になる」と話します。

　「絶対に勝たなければなりません」。作家の澤地久枝さんが訴えます。鳥越さんとは、４０年来の友人です｡｢参院選の結果を見て、ここからスタートだと思いました。それが都知事選挙です」

　評論家の佐高信さんは「今回のスローガンは『ストップ・ザ・安倍』だ。オリンピック利権とのたたかいでもある」と強調しました｡

　精神科医の香山リカさんは「野党統一候補として立候補するのはとても意義があること。多様な人が生活する街である東京で、憲法を大切にする鳥越さんを応援しましょう」と呼びかけます。

　作家の鎌田慧さんは「政党ばかりが頑張るんじゃない。この選挙は市民革命です。大衆運動によって日本を変えていく。そういう決意の出発点として今回の選挙がある」と語りました。

　自治体首長も鳥越さんにエールを送りました。

　多摩市長の阿部裕行さんは「今日は自治体首長として来ました。すごい勇気をもって来ました。自分もジャーナリストの出身ですが､市長2期目｡もう６年です。都内で初めて公契約条例の制定、非核平和都市宣言をしました。やればできる｣｡

　「野党が統一して候補者が一本化した。これは応援しないと」。世田谷区長の保坂展人さんが訴えます。保育園の問題など「声を聴く都政を取り戻してほしい」と要望。「（鳥越さんに）自治体、現場で起きていることを一つひとつ伝えながら、みんなで選挙を勝ち抜いていきましょう」と呼びかけました。

「応援する市民センター」発足

　この日開設した「鳥越俊太郎を応援する市民センター」は、「４野党の選挙活動を後押しし、自発的に動きだした市民の活動と連携する情報センター的な機能を持った調整組織」です。

　代表世話人を務める上原公子さん（元国立市長）が発足した経過を報告しました。「各地でさまざまな勝手連などができています。センターに登録していただいて情報をまとめるなど、野党４党とのプラットフォームとしてつくろうと思いました」と語ります。

　同センターの事務所を新宿区内に開設。毎日、午前１０時から開きます。選対本部との連携や、チラシの保管など「情報と物流の拠点にする」としています。事務所内では、会議や作業場所も確保するとしています。

　「鳥越俊太郎を応援する市民センター」事務所は、東京都新宿区四谷２丁目１１番。大村ビル５階です｡

電話　080(4364)5499

ファクス　03(5683)3800

メール　torigoe.center@gmail.com
しんぶん赤旗2016年7月20日(水)

自公が推す　増田　寛也候補　県知事時代に借金倍増で言い訳　原因のダム・港湾触れず

　東京知事選で自民、公明が推す増田寛也氏は、岩手県知事時代に無駄な公共事業を進めて借金を２倍の１・４兆円に増やしたことについてホームページで言い訳しています。「切るべき公共事業を切ってきた」とするなどデタラメな内容です。

　増田氏は、借金の原因として、東北新幹線（盛岡―八戸）の整備と岩手県立大の開設の二つをあげて、「将来に向けた投資」と釈明しています。

　しかし、借金増加の原因はこの二つだけではありません。不要不急のダム建設、港湾整備、空港拡張など国やゼネコンのいいなりとなって財政規模を超えた公共事業を推進してきたことが原因です。

　新幹線整備に関しても、盛岡駅西口複合施設建設によって財政を悪化させました。「無駄な投資をしたわけではない」（増田氏）どころか、無駄遣いをしてきたことは明らかです。

　さらに増田氏は「行財政構造改革プログラムを策定し、財政健全化に道筋をつけ、最終年度でプライマリーバランス（基礎的財政収支）を均衡させた」と述べています。

　しかし、「財政健全化」といっても、乳幼児医療費助成など県単独助成に負担金導入、県立病院の診療所化、高校統廃合など県民の暮らしを切り捨ててきたのが実際です。「均衡させた」と自慢できるものではありません。

　不要不急の公共事業を進めて財政を破たんさせ、住民にツケ回しするのは、自公が進めてきた東京都政と同じです。失政に反省のない増田氏がオリンピック工事が行われる東京で同じことをやれば、岩手以上に大変な事態になるのは必至です。

しんぶん赤旗2016年7月20日(水)

都知事選　鳥越候補訴えに共感　平和と憲法守る　非核都市宣言を　原発依存しない　熱気の渋谷大街宣
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（写真）鳥越俊太郎知事候補の訴えに拍手をする人たち＝１８日、東京・渋谷ハチ公前


　東京都知事選（３１日投票）で、４野党統一候補の鳥越俊太郎候補は１８日、渋谷駅ハチ公口前（渋谷区）で街頭演説し「日本の首都である東京を平和と憲法を守るまちにしたい」と述べ、非核都市宣言をあげることを約束しました。

　この日は「渋谷大街宣」と銘打ち、推薦する野党各党の国会議員や都議、区議、首長、大学教授らが次々とスピーチしました。

　直前の参院選で、長野選挙区の野党統一候補として当選した杉尾秀哉新参院議員は「長野県では、市民連合やママの会、９条の会など市民の皆さんの応援が、私の勝利に結びついた。この流れを東京にも波及させよう」と呼びかけました。

　「安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合」の大沢真理東京大学教授は「憲法をくらしに生かし、都民・国民の生活を守る政治を行えるのは、今の候補の中でどう見渡しても鳥越さんしかいない」と訴えました。

　会場周辺には多くの聴衆がつめかけ、鳥越氏が登場するとカメラやスマートフォンを向ける若者の姿が目立ちました。

　鳥越氏は、都民の声、とくに社会的に弱い立場の人たちの声をよく聞き、都政に生かす決意を表明。そのうえで「ここには若い方が多いが、あなた方が社会を支える４０歳前後になるころ、東京は膨大な数の介護を必要とする人たちを抱える時代に入る。その時になってからでは遅い。今から介護の施設をつくり、介護士の給与をあげていくべきだ。人々のくらしを東京都から変えていこう」と熱く語り、大きな拍手と歓声に包まれました。

　鳥越氏は、安倍政権が再稼働推進の動きを強めている原発・エネルギー問題にふれて「再生可能エネルギーを導入して、原発に依存しない東京をつくる」と表明しました。

　訴えを聞いていた会社員の男性（２９）は「非核都市宣言を表明したことは重要だと思う。首都東京が世界に向けて平和のアピールを発信することは、日本にとっても、アジアにとってもプラスになります」と話しました。

　会社員の女性（３１）は「鳥越さんの『弱い立場の人の声を聞く都政にする』との訴えに共感しました。税金の使い道にしっかりメスを入れてほしい。弱い立場で苦しめられている人を助け、立ち直れるようにしていく都政に期待します」と述べました。

　日本共産党の吉良よし子参院議員、民進党の蓮舫参院議員、社民党の石川大我豊島区議、保坂展人世田谷区長、歌手の森進一氏も応援に駆け付けました。生活者ネットの西崎光子都議が司会を務めました。

元ニュースキャスター・新参院議員　杉尾秀哉さん　正義と信念の人
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（写真）鳥越俊太郎知事候補（右）の応援スピーチをする杉尾秀哉新参院議員＝１８日、東京・渋谷ハチ公前


　１８日、東京・渋谷駅のハチ公前広場であった鳥越俊太郎都知事候補の街頭演説に、元ニュースキャスターで、参院長野選挙区で野党統一候補として当選した杉尾秀哉新参院議員が応援演説に立ちました。杉尾氏は鳥越氏を市民の力で何としても都知事に押し上げようと呼びかけました。

　テレビで何度も一緒に仕事をしたことがあるという杉尾氏は、鳥越氏を「ジャーナリストの先輩として人間としても尊敬する一人、正義と信念の人」と紹介。鳥越氏の名声を確立した埼玉・桶川のストーカー殺人事件での調査報道にふれて、警察権力をものともしない鳥越さんの活躍が、警察の捜査の怠慢を暴き、事件の本質に迫る見事なスクープにつながったとたたえました。

　杉尾氏は、安倍政権がすすめる安保法制や憲法改定問題の動きを批判し、日本の平和国家としての歩みが足元から大きく揺らぎ始めているなか、「自ら関わるしかない」と強い決意で立候補した鳥越氏への支持を呼びかけました。

　続いてあった鳥越氏と杉尾氏のミニ対談では、鳥越氏が「心の年齢は１８歳です。この年になっても好奇心はいっぱいあります。若い人にも負けない」と述べ会場を沸かせました。

しんぶん赤旗2016年7月20日(水)

歌手　森進一さんが鳥越候補応援　いい東京をつくって
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（写真）巣鴨地蔵通り商店街を歩いて支持を訴える鳥越俊太郎知事候補（左）と歌手の森進一さん（その右）＝１８日、東京都豊島区


　有力３候補が「横一線」の大激戦を展開している東京都知事選（３１日投票）で１８日、野党統一候補の鳥越俊太郎氏を応援するため、歌手の森進一さんが駆けつけました。

　この日、森さんは、午後１時から、巣鴨地蔵通り商店街（豊島区）を歩いて鳥越氏への支持を呼びかけました。その後、午後４時すぎには、渋谷駅ハチ公前（渋谷区）で、鳥越氏とのトークセッションに登場しました。

　トークセッションで「３０年来の付き合いになる鳥越さんの応援に来た」と話した森さんは、最近の選挙の投票率の低さについて「公約を守ってくれないということに、ほとほと『もういいや』と思っている方も多いと思いますが、それは逆に危険ですよね」と指摘。「今こそ、一人ひとりが投票して東京都を守ってくれる方に気持ちを託したい」と訴えました。

　鳥越氏は、森さんが選挙戦で特定候補の応援演説をしたのは初めてだと紹介しました。

　それを受けて森さんは「（私も）もう高齢者ですしね。これからのことも心配します」と語り、介護・医療の充実を政策に掲げる鳥越氏に対して「やはりここで鳥越さんに託して、いい東京をつくってもらいたい」と期待を述べました。

しんぶん赤旗2016年7月20日(水)

小池氏の「病み上がり」暴言　鳥越氏「がん患者差別」と批判　小池氏「これが選挙」と居直り

　東京都知事選の候補者による討論が行われた１９日放送のフジテレビ番組で、野党統一候補の鳥越俊太郎氏は、小池百合子候補が街頭演説で“病み上がりの人を連れてきてどうする”と鳥越氏を中傷したことを取り上げ、「がん患者に対する大変な差別、偏見だ」と批判しました。小池氏は「これが選挙なんです」と居直る一幕がありました。

　番組の中で、鳥越氏から事実関係をただされた小池氏は「言ってない」と繰り返し否定。ところが鳥越氏が「証拠はある」と、小池氏の演説をテロップ（字幕）つきで放送したニュース番組の画面を写した紙を示した途端､小池氏は｢記憶にない｣とごまかしました｡

　鳥越氏は、小池氏の暴言について「一回がんになったら『あなたはもう何もできないんだ』と決めつける」「『病み上がり』というレッテルを貼っている」と厳しく批判しました。

　小池氏は「そこまで言っていない」と言い訳しながら、最後には「こういうやりとりは山ほどある」「これが選挙なんです」と開き直りました。

首都の顔、大きな力＝独自策で国動かす－歴代都知事【都知事選】
　連日舌戦が繰り広げられている東京都知事選（３１日投開票）。人口１３００万人の首都のかじ取りを担う都知事は、豊かな財政や強大な組織を背景に、時には国を動かす力を持つ。歴代都知事は、地方自治体の枠を超えた政策を打ち出し、国に改革を迫ってきた。
　都の予算規模は特別会計などを含めると１３兆円を超え、スウェーデンの国家予算に匹敵。警察、消防、教員などを含む職員も約１６万人と他の自治体と比べて桁違いの多さだ。都道府県で唯一、国が配る地方交付税に頼らず、自立した財政運営を続けていることも、都知事が存在感を発揮できる理由だ。
　革新知事だった美濃部亮吉氏は、独自の福祉政策や公害対策を推進。全国に先駆けた老人医療費の無料化は、国がその後制度化した。後任の鈴木俊一氏は、臨海副都心開発や都庁舎の移転など大型プロジェクトを手掛けた。
　最も話題を提供したのが石原慎太郎氏。ディーゼル車の排ガス規制や新銀行東京の設立など独自施策を次々に打ち出し、４期目には尖閣諸島の都による買い取りを表明。政府は国有化に動かざるを得なくなった。都関係者は「いずれも強力な個性とリーダーシップの持ち主」と振り返る。
　都知事選が「人気投票」と言われるきっかけとなったのが１９９５年の選挙。放送作家の青島幸男氏は自民党などが擁立した元内閣官房副長官の石原信雄氏らを破り当選した。これ以降、石原氏、猪瀬直樹氏、舛添要一氏と知名度の高い人物が選ばれてきた。
　ただ、猪瀬氏、舛添氏と２代続けての「政治とカネ」による途中辞職で、新知事にはクリーンさがこれまで以上に求められている。少子高齢化や２０２０年東京五輪・パラリンピックへの対応など課題も山積する中、都民は次の「首都の顔」に誰を選択するのか。　
◇歴代公選東京都知事
【氏　名】　【元・前職】　　　　　　　　　　【在任期間】
安井誠一郎　（厚生次官）　　　　１９４７年５月～５９年４月（３期）
東　龍太郎　（大学教授）　　　　　　５９年４月～６７年４月（２期）
美濃部亮吉　（大学教授）　　　　　　６７年４月～７９年４月（３期）
鈴木　俊一　（自治次官）　　　　　　７９年４月～９５年４月（４期）
青島　幸男　（参院議員、放送作家）　９５年４月～９９年４月（１期）
石原慎太郎　（運輸相、作家）　　　　９９年４月～２０１２年１０月（４期）
猪瀬　直樹　（副知事、作家）　　　　１２年１２月～１３年１２月（１期）
舛添　要一　（厚労相、政治学者）　　１４年２月～１６年６月（１期）
（時事通信2016/07/19-14:27）
演説つぶやき・ＦＢでやりとり…陣営の思惑は　都知事選
朝日新聞デジタル2016年7月19日13時48分
　最近の選挙では欠かせないツールとなっているＳＮＳを使った運動が、東京都知事選（３１日投開票）でも展開されている。活用法はそれぞれの陣営の事情と思惑を反映しているようだ。
　政党の支援を受けない小池百合子氏（６４）が仕掛けている作戦が「ポイント・グリーン」。ＳＮＳで小池氏のイメージカラーである「緑（グリーン）」のものを身につけて街頭演説に参加するように呼びかける。
　実際、演説場所には緑色のＴシャツや帽子、タオルなどを身につけた人たちが目立つ。ネット空間での支持を現実世界で見える形にしようというわけだ。「面白いムーブメントが巻き起こっていると実感している」と小池氏。政党の支持組織などへの働きかけが難しいだけに、陣営関係者は「ＳＮＳは活動を知ってもらう大切な道具」と話す。
　ジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）のツイッターは１回の街頭演説で５～６回つぶやいて、リアルタイム感の演出を心がける。
　ニュースキャスターとして知名度は抜群。野党統一候補としての組織票も期待できるため、無党派層の取り込みが課題となる。そこで陣営が目をつけたのが、特定の相手だけに直接メッセージを送れるＳＮＳの機能の活用だ。選挙運動で伝統的な手法「電話作戦」のネット版というイメージで支持拡大を狙う。担当者は「いまや幅広い層が使っているＳＮＳは、若者や不特定多数をつかむだけの手段ではない」と話す。
　元総務相の増田寛也氏（６４）のフェイスブック（ＦＢ）には１６日、７項目の質疑が投稿された。〈Ｑ　東京一極集中化に対して、これまで批判されてきたのでは？〉〈Ａ　過度の東京一極集中と少子化は、地方だけでなく東京にも弊害を起こすということ〉
　記者会見で質問が出たり、ネット上で一方的に批判されたりした点に答えた。投稿後１日で１５０件近くシェアされた。陣営担当者は「ネットなどの記事は間違っていても反論が難しい。ＳＮＳの双方向性で候補者と有権者の意思のやりとりができたと思う」と手応えを感じている。
　その他の候補者にとってもネットは有権者と対話するための大切なツールになっている。
　元大阪市北区長の中川暢三氏（６０）が掲げるのは「金をかけない政策本位の選挙」。選挙カーを使わず、政策を自ら説明する動画をＳＮＳに投稿。メールアドレスなどを紹介し、有権者とのやりとりを通じて理解を広げていく考えだ。
　ジャーナリストの上杉隆氏（４８）も連日、ＦＢで自身の街頭演説や練り歩きの様子を動画に掲載する。陣営担当者は「ネットなら、幅広い層と双方向のやり取りができる。政治にあまり関心のない人にも訴えを届けられる」と話す。
都知事選 　発言巡り激しい応酬も…３候補そろってＴＶ出演
毎日新聞2016年7月19日　19時10分（最終更新　7月19日　21時45分）
　東京都知事選に立候補しているジャーナリストの鳥越俊太郎氏（７６）、元総務相の増田寛也氏（６４）、元防衛相の小池百合子氏（６４）が１９日、フジテレビの情報番組にそろって生出演し、議論を交わした。３人が一緒にテレビ出演したのは１４日の告示後初めて。 
　告示後のテレビ出演を巡っては、鳥越氏が１７日のフジテレビの討論番組への出席を見送ったとして増田氏や小池氏の陣営が批判。これに対し鳥越氏陣営は「本人の希望で遊説を優先させたい」と反論していた。 
　この日の番組では司会者から「都知事になったら都議会にどうメスを入れるのか」と質問があった。鳥越氏は「話し合って合意点を見つけることを誠心誠意、やっていきたい」と述べ、増田氏は「私は都民から選ばれる立場。都民がおかしいと言えば議会としっかり対立する」と話した。小池氏は「都議会と都民の距離感を是正し、都政を都民のものに取り戻す」と主張した。 
　番組では街頭演説中の発言を巡る激しい応酬もあった。【円谷美晶】 
しんぶん赤旗2016年7月20日(水)

革新都政をつくる会が総決起集会　新しい東京へ心一つに　鳥越候補「改憲の流れ断ち切る」　都知事選

　東京都知事選（３１日投票）で鳥越俊太郎候補＝野党統一＝の勝利を必ずと１９日、革新都政をつくる会は台東区で総決起集会を開きました。会場いっぱいの参加者を前に、鳥越候補が決意を表明し、日本共産党の小池晃書記局長があいさつしました。

　鳥越氏は、昨年４月、作家の澤地久枝さんと話し合って集団的自衛権の行使容認に反対する集会を開いたことを紹介。「安倍政権は戦後最悪の内閣。日本の人口の１割が住む首都東京で、（憲法改悪への）流れを断ち切って安倍政権の思い通りにならない意思を示そう」と訴え、参加者は大きな拍手でこたえました。

　鳥越氏は、納税者意識を持って税金を正しく使う都政を進めると約束。さらに「高齢者問題や介護、医療が都民の一番の心配ごとだ。これが、都知事が最初に考えるべき問題だ」と述べ、介護施設の増設と職員の待遇改善、保育園待機児の解消を進めると強調。「都民と行政が心を一つにして仕事をしていく」と力説しました。

　「東京都は平和と憲法を守る」として「非核都市宣言」を行い「核兵器のない世界」「原発はいらない」の思いを世界に発信すると表明。「ともに新しい東京をつくりましょう」と呼びかけ、大きな拍手に包まれました。

　小池氏は、都知事選について、都政を変え、参院選で広がった野党共闘の流れをさらに大きくし国政を変える絶好のチャンスだと強調。▽「政治とカネ」の問題にメスを入れる▽大型開発優先から都民の暮らし・福祉優先の都政に転換する▽改憲を許さない都民の意思を示すなどの意義を語り「鳥越さんの勝利で都政を都民の手に取り戻そう。改憲を阻止し、憲法を暮らしに生かす都政を実現するために必ず勝利しよう」と話しました。
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（写真）総決起集会参加者の激励に応える鳥越俊太郎都知事候補（中央）、中山伸・革新都政をつくる会事務局長（左）、小池晃書記局長＝19日、東京都台東区


　中山伸事務局長が行動提起を行い「総力をあげて宣伝、組織戦を展開する」として▽街頭演説の成功▽構成団体と構成員の総決起▽職場・地域で無数に小集会▽情勢を変える大宣伝―などに取り組もうと呼びかけました。

　女性や青年など各分野や地域の代表が発言しました。

Ｂ５２爆撃機、日韓空域で訓練＝６月実施、自衛隊と調整か－北朝鮮有事想定・米軍
　米領グアムに配備されている米軍の戦略爆撃機Ｂ５２が６月に日本と韓国空域で訓練をしていたことが２０日、日米関係者への取材で分かった。Ｂ５２は、有事に最前線に投入される海兵隊の第３海兵遠征軍（司令部キャンプ・コートニー、沖縄県うるま市）と連携して訓練を実施しており、北朝鮮有事などを想定したシナリオとみられる。
　米空軍は訓練には日本側との調整も含まれたとしているが、防衛省航空幕僚監部は「Ｂ５２との共同訓練については、米軍の具体的な運用にも関わることから、実施の有無を含めコメントを差し控える」としている。
　米空軍によると、Ｂ５２は６月１３日から同２０日まで、グアムを起点にオーストラリアから日韓空域まで広範囲にわたり展開。うち２機のＢ５２が日本と韓国周辺で飛行した。Ｂ５２は第３海兵遠征軍や在韓米軍と近接航空支援の訓練を実施。同遠征軍は上空から支援を受けながら強襲作戦を展開する部隊で、敵地に上陸し爆撃が必要な地点を誘導する訓練をしたとみられる。（時事通信2016/07/20-04:55）
沖縄知事が馬毛島視察　普天間訓練移転で活用探る

東京新聞2016年7月19日 夕刊

　沖縄県の翁長雄志（おながたけし）知事は十八日、鹿児島県西之表市の馬毛（まげ）島を視察した。米軍普天間（ふてんま）飛行場（沖縄県宜野湾（ぎのわん）市）の運用停止実現に向け、米軍機訓練の移転先として活用できるか可能性を探る狙いがある。

　沖縄県は、政府が進める名護市辺野古（へのこ）移設とは関係なく、政府が約束した二〇一九年二月までに普天間飛行場の運用を停止するよう求めているが、実現には訓練場の手当てが必要になる。馬毛島は民間企業がほぼ全域を所有しており、おおさか維新の会の下地幹郎衆院議員が県側に活用を提案していた。

	鹿児島県西之表市の馬毛島＝１７日（沖縄県提供）
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　翁長氏は十八日夜、那覇市で記者団に「（訓練の移転先として）可能性があるものは、一つ一つ見ることが必要だ」と述べ、視察の意義を強調した。辺野古移設が普天間問題の唯一の解決策とする政府の主張を「外してもらいたい」と求めた。

　また、鹿児島の市民団体から懸念の声が出ていることには「不快感は十二分に理解できる」との認識を示した。

しんぶん赤旗2016年7月20日(水)

迫る米軍ヘリパッド建設強行　沖縄・東村高江　ゲート前　市民抗議
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（写真）緊迫する「Ｎ１地区」ゲート前で「ヘリパッドいらない」とコールする人々＝１９日、沖縄県東村


　米軍ヘリパッド（着陸帯）の建設に向けた作業の強行が目前に迫る沖縄県東村高江（ひがしそんたかえ）の「Ｎ１地区」ゲート前では１９日、緊迫した状況を聞きつけた多くの市民が抗議行動に集まりました。

　沖縄戦を体験し、新基地建設反対の行動を続ける名護市辺野古の島袋文子さん（８７）が座り込みに参加。「私は二度と沖縄を戦場にさせたくないし、戦争に協力する動きを許さない」と語りました。

　初めて高江を訪れた読谷村の神谷毅さん（７７）は「２０日にも作業が始まるという話を聞き、いてもたってもいられませんでした。基地強化を許さないという県民の意思をはっきり示したい」と力を込めました。

　県外からも多くの人々が連帯して参加。東京都八王子市から同級生２人を誘って参加した宮南洋さん（２５）は「東京に戻っても高江のことを伝えていきたい」と話しました。

　多くの市民は午前５時に集合し、夕方まで座り込みを続けました。

　高江の森で撮影したノグチゲラやコノハチョウなどの写真を、防衛局関係者の目につく場所に張り出していた宮城秋乃さん（３７）は「森の中には希少種や絶滅危惧種が１０００種以上います。ヘリパッドの工事で生き物の命を奪わないでほしい」と訴えました。

　ゲート前の県道７０号線では、警視庁と神奈川県警の機動隊が待機。午前１１時ごろから福岡県警などが２カ所で検問を実施し、市民が「不当な検問は中止しろ」と抗議しました。

大飯地震動再計算　規制委、不適切と認める　評価方法は変えず

東京新聞2016年7月20日 朝刊

 　関西電力大飯原発（福井県）の地震動を巡り、過小評価していると主張する原子力規制委員会の島崎邦彦前委員長代理と田中俊一委員長らが十九日面談した。田中氏らは、規制委による再計算が不適切だったと認めながらも、従来の評価方法は維持する考えを示した。二十日の定例会合で、五人の全委員で協議する。

　島崎氏は、関電が用いた計算式だと、垂直に近い断層では地震動を大幅に小さく評価すると指摘。規制委は別の式で再計算し、関電の数値を下回っていたことから、十三日の定例会合では、大飯原発が想定している地震動は妥当で見直す必要はない、と判断した。

　十九日の面談は、規制委の判断に異論を唱えた島崎氏から直接意見を聴くために開かれた。席上、再計算を担当した職員らは、式を変えると、断層の総面積よりも、ずれて強い揺れを生む部分の面積の方が大きくなるなど多くの矛盾があり、再計算の結果は無理に出した数字だったと明らかにした。この説明に田中氏は「できないことをやってしまった。前の委員会でいいだろうと申し上げたが、そこも含め議論する必要がある」と述べた。

